
ははじじめめにに

筆者のこれまでの授業実践を振り返ると、英作文指

導が十分に行われていたとは言えず、成績をつけるた

めに学期の終わりに生徒に英作文をさせることがほと

んどであった。定期試験や外部委託テストでの英作文

問題の正答率は高いとは言い難い結果となっていた。

また英作文をさせた際の様子では、書きたいことが

あっても生徒が頭に思い浮かべる英文が正しいのかわ

からず手が止まってしまい、英作文をすることに対し

て不安を抱えている様子が見られた。

本実践では、これまでの筆者自らの授業実践を反省

し、一般的に生徒は英作文でどのような失敗を犯しや

すいのかを探り、また英作文を書きやすくするために

はどのような指導方法があるのかを模索することで、

今後自らが指導する中学生への英作文指導の可能性を

見出していきたい。

ⅠⅠ．．主主題題設設定定のの理理由由

１．今日的教育課題

グローバル化の急速な進展に伴い、世界に視野を広

げ、世界との関わりの中で活躍できる人材を育成する

ことが、今日の学校教育における課題と言える。そう

した点において、コミュニケーションを図る資質・能

力を育成することを目標とする外国語科の担う責任は

大きなものである。

平成 年に中央教育審議会から示された「幼稚園、

小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指

導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」で、

外国語によるコミュニケーション能力の育成を意識し

た取り組みとして、特に「話すこと」や「書くこと」

で十分に取り組まれていないことが課題として指摘さ

れた。平成 年におこなわれた全国学力・学習状況調

査報告書に示された英語科の領域別平均正答率は、「聞

くこと」は 、「読むこと」は 、「話すこと」

は 、「書くこと」は であった。指摘があっ

たように取り組みが十分でなかった「話すこと」と「書

くこと」では正答率が半分を下回る結果となった。

「書くこと」の平均正答率は 以下だったものの、

この数値は計８問の平均であり、全ての問いで正答率

が 以下だったわけではない。空所に適する語を答

えさせる問題や与えられた語をもとに語形変化させる

問題では、 以上の正答率があった。これに対し、与

えられたテーマについて考えを整理し、自らの意見を

図１．平成 年全国学力・学習状況調査（英語）１０の問題

正答にならなかった生徒の解答は、この問題に対し

て全く英語を書いていなかったわけではない。全体の

の生徒が指定された 語以上で英文を書いてお

り、自らの考えを伝えようとしていた。しかし、コミ

ュニケーションに支障をきたすような誤りがあり、正

しく文章を書くことができていなかったと報告書はま

とめている。

なお、この問題の正答の条件は、「どちらの案が良い

か、１つ選んで意見を書いている」「選んだ理由等につ

いて、２つの案に触れながら書いている」（これら２つ

を以下「視点 」とする）、「コミュニケーションに支

障をきたすような語や文法事項等の誤りがない英語で

書かれている」以下「視点 」とする とされている。

視点 は具体的に、主語や動詞等の主要語の欠落や、

文構造の誤りに支障をきたすかどうかの基準である。

最も割合が多かったものが視点 による誤答であり、

次の２つの解答例が代表として挙げられている。

（例）

①I’m A better than B. Because I think A picture can 
many people anderstant. But B picture looks 
libraries. And A picture have teacher and students 
study there. So A picture is best. 
②I think that B better than A. I not understand A is 
school. B is very kind of school. I can understand it. 
B is easier than A. 

語順指導を用いた英作文指導がもたらす意識の変容

－英作文の不安感軽減と伝わる英語を目指した授業づくり－

－
 教科指導重点コース  言語・社会科学系                   

                                     柴垣  雅斗

 

書かせる問題（図１）では、正答率が と「書くこ

と」の他の問題と比べて、正答率が低い結果となった。
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①、②共に視点 を満たして解答してはいるものの、

語のスペルミスがあることや動詞が欠落していること、

語の使い方が正しくないことから、書き手が伝えよう

としている内容を他者に読み取ってもらうことができ

ず視点 によって誤答とされた。視点 による誤答は、

解答全体の約３分の１にのぼり、この原因として基本

的な語や文法事項等の知識が身についていないため書

きたいことはあっても正しく書き表すことができなか

ったのだろうと報告書は推測している。

２．本実践校の生徒の実態

実践前に授業を観察する中で、生徒に自由英作文を

させる場面があった。その様子を筆者が観察したとこ

ろ、何人かの生徒の手が止まっていた。そこで、書き

たい内容を日本語で聞き、それを英単語でいくらか伝

えたが、どの単語から英文を書き始めていいかわから

ず、依然手を止めたまま困っている様子であった。こ

の姿は、全国学力・学習状況調査の視点 を分析する

段階に至っていなかった。そこで、生徒が伝えたいこ

とを相手に伝えるためには、文構造をきちんと定着さ

せることが必要なのではないかと考えた。

次に、生徒に英語を書くことに対して不安を感じて

いるかどうかを測るために、不安感を測るアンケート

として多くの論文で取り上げられている、

の英作文についての不安尺度を測る選択

式アンケートを行った。すると、生徒は書くことにつ

いて平均点以上の不安感を持っていることが判明した。

これらの様子から、生徒に英語の文構造をきちんと

理解させることや、書くことに対する不安感を軽減す

させるための授業を行なっていく必要があると考えた。

３．本実践の方向性

本実践では英文の構造に注目し、あらゆる場面で英

語の語順に注目させる指導を取り入れる。生徒は構造

を意識しながら英文を書いたり読んだりすることで語

順が定着し、英文を書くことの不安感が軽減し、生徒

の伝わる英語を書く力を高めることができるだろうと

考えた。

なお「書くこと」の授業実践については多く報告さ

れているが、それらの多くは論理的に自分の意見を伝

える指導をすることに主眼が置かれ、本実践のような

１文レベルで英文を書く指導をすることにより、相手

に伝わる英語を書くことができる能力を高める授業実

践についての報告はあまり見られない。そのようなと

ころに本研究の価値があると考えられる。

ⅡⅡ．．先先行行研研究究のの概概観観

英語の誤りや英文を書くことの指導についての先行

研究を以下にまとめた。英文の構造を身につけさせる

指導やあらゆる場面で英語を書くことの指導について

の先行研究から、本実践を行う上でのヒントを得たい。

１．英語における「誤り」の種類

英文を書くことについて、どのような誤りが見られ

るかといった先行研究を調査した。

田地野（ ）は、英語の「許される誤り」と「許

されない誤り」について紹介している。学習者は、試

行錯誤を繰り返すなかで外国語を身につけていくが、

その「誤り」にはさまざまな種類があるとされている。

「誤り」に関する先行研究については、 が

取り上げられている。

は、学習者の「誤り」には、文意や意思伝達に

大きな支障を与える「全体的誤り（グローバルエラー）」

と、意思伝達にはさほど大きな支障を与えない「局所

的誤り（ローカルエラー）」があるとした。たとえば、

「全体的誤り」は語順の誤りや接続詞が欠如したもの

である。一方、「局所的誤り」とは冠詞や三人称単数現

在形の の誤りなど、誤っていたとしても文意や

意思伝達に大きな影響を与えないものである。

２．語順と英語学習

（ ）は、本来は母語獲得の研究であるが、

外国語としての英語の文法指導に参考になることも示

している。英語母語話者の幼児の発話を意味役割の観

点から区切ると「動作主（だれが）／動作（する）／

受け手（誰）／対象（なに）／場所（どこ）」となり、

発話としては や

のように文法的な誤りのある不完全な文ではあるが、

正確な英語を発話する大人の英語母語話者にその英文

が通じているところに語順の重要性を説いている。

は英語を固定語順言語と位置付け、語句の順序

が変わると意味も変わるという言語的な特徴について

述べている。

田地野（ ）は大学生を対象に、英文を「だれが

／する（です）／だれ・なに／どこ／いつ」という語

句のまとまりで内容を捉えさせ、語順に重きを置いた

指導を紹介している。受講生からは、「シンプルな構造

で英文が出てくるようになった」、「英語の感覚が掴め

た」など前向きな感想が多かった。

３．帯活動での英作文指導

あらゆる場面での語順指導として、授業のどのよう

な場面行うかについて、ここでは帯活動に注目して調

査した。帯活動とは、授業で短時間、継続的に行う活

動のことである。生徒の英語への興味と学習への意欲

を高め、学習におけるつまずきを取り除き、言語材料

を定着させることができると考えられている。

根岸 は、生徒の英語力を伸ばしている学校の

要因を探る調査を行った。そこでは「書くこと」にお

いては生徒に英文を書かせるのは、試験のような大き

な場面でのみではなく、こまめに英文を書かせる指導

を継続的に授業内に取り入れた学校の方が、生徒の英

語力が高いということをまとめている。そして、英作

文に慣れさせることが英作文力を伸ばしていくことに

つながると述べられている。
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４．記憶研究を活かした学習指導

語順を定着させるために生徒に語順を記憶させる

必要があると考えた。 は記憶には意味

記憶とエピソード記憶があるとし、これらを宣言的記

憶と呼ぶ。宣言的記憶とはやり方やルールについて言

語化できる記憶である。これとは対照に言語化せずに

無意識にできる手続き的記憶についても述べている。

記憶させる方法についての先行研究をあたったとこ

ろ、湯舟 は英語教育を記憶研究に結びつけ、学

習内容を記憶として定着させやすくするためには『学

習項目の新旧がスパイラルに進展するように配慮する

』ことを述べている。また、学習においては知識を手

続的知識（手続き的記憶）にすることの必要性につい

ても述べている。

そして、記憶を定着させやすくするために、次のよ

うに書かれている。

①語彙や例文は身近なものにする

②英語で日記を書かせることで、自伝的記憶に英語を

介入させる

さらに、手続き記憶にするために、以下のことが書

かれている。 
①スキルとしての英語力は反復トレーニングが欠かせ

ない 
②本人のメタ認知、教師の指導により、本来は潜在記

憶である本人のストラテジーを認識させ、そのや

り方を繰り返す 
③繰り返す意識があるなら初めは強く意識させる 
 
ⅢⅢ．．研研究究構構想想

１．目指す生徒像

英語の語順に慣れ親しませることで、英語の語順を

意識し、英作文する際にその知識を活かして、自分の

伝えたいことを不安なく英文にすることができる生徒

２．研究仮説

授業内のあらゆる場面で英語の語順に慣れさせるた

めの語順指導を行えば、生徒の英作文に対する不安感

は軽減し、生徒は自ら書きたい英文を書くことができ

るようになるであろう。

３．研究の手立て

本実践では、次の（１）と（２）を用いて語順指導

を行っていく。指導場面においては、帯活動の場面、

本文理解の場面とする

（１）語順プリント（図２）

田地野（ ）を参考に、筆者が語順プリントを作

成し、生徒に第１時で配布する。使用場面は、自分の

意見を書く活動、教科書の本文を意味のまとまりごと

で区切る活動を想定している。

田地野では「疑問詞」と「＋α」を合わせて「玉手

箱」としているが、生徒が「玉手箱」には何でも入れ

れば良いという誤った認識を避けるため、疑問詞が入

る「疑問詞」と接続詞などが入る「＋α」の２つに分

けた。また、生徒が自らの力で書けたという実感を味

わわせるためプリント下部に説明を設け、それを頼り

に語順を身につけさせようとした。

（２）本文プリント（図３）

本文を読む際に、きちんとした日本語に訳すのでは

なく、英語の語順のまま意味のまとまりで理解させる

ために本文プリントを作成した。またプリント上部に

は語順プリントと同じ「誰・何は／〜する／…」など

の意味を掲載することで、語順を頭の中に定着させ、

その語順を学習者の頭の中で手続き的知識として定着

図２．授業で配布した語順プリントを一部省略・拡大したもの
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させられるようにした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

図３．本文プリント

４．研究構想図

図４．研究構想図

５．検証計画

（１）対象

実践校では、対象の１クラスを筆者と教師 が担当

する少人数の２クラスに分ける。筆者が担当するクラ

スは語順指導実施群（以下「実践クラス」と表記）、教

師 が担当するクラスは語順指導未実施群（以下「未

実践クラス」と表記）とする。また実践クラスより抽

出生徒を決定し、意識の変容を見ていくこととする。

愛知県内公立 中学校 第２学年 組 ３８名

（実践クラス：１９名、未実践クラス：１９名）

（２）データ収集方法

①選択式アンケート

まず実践クラスを対象に、実践の事前・事後のアン

ケート結果を比較することで、語順指導は英文を書く

ことの不安感の軽減に寄与するのかを検証する。そし

て実践クラス・未実践クラスの実践事後のアンケート

結果を比較することで、語順指導の効果があるのか検

証を行う。

このアンケートは高校生を対象に自由英作文指導

での作文ストラテジーとライティング不安についての

意識の変容を見るアンケート（久山、 ）を参考に

した。項目については、本実践で扱う語順指導やライ

ティング不安に関係すると筆者が考えたものを抜粋し、

中学生にもわかりやすい言葉に置き換えた。

英文を書くとき、何から書き始めていいのかわから

ない。

英文を書き終えると、達成感がある。

英文を書くとき、単語や表現がどんどん湧いてく

る。

英語で文を書くのが好きである。

辞書を使っても、書いた英文の意味が相手に伝わる

自信がない。

経験を積めば、英文を書けるようになる気がする。

できる限りたくさん英文を書く経験をしたい。

英作文をしているとき、英語を書くルールに従って

表現できているか心配だ。

私が書いた英文は他の人より悲惨だとは思わない。

授業以外で英作文をやってみようと思う。

今、急に英文を書くように言われたら、頭が真っ

白になる。

英文を書くときは文法の正しさに気をつけてい

る。

英文を書くときは単語の選び方に気を付けてい

る。

英文を書くときは綴の正しさに気を付けている。

英文を書くときは単語や表現の並びに気を付けて

いる。

②記述式アンケート

実践クラスの生徒を対象に、授業内で行った英作文

や語順プリントの活動についての感想を記述してもら

う。選択式アンケートの分析で得られた結果を裏付け

る記述や、選択式アンケートのみでは得られない意見

を集約し、実践を通して語順指導を行うことで、どの

ような変化があるのかを知る材料とすることを目的と

する。

目指す子どもの姿

・・相相手手にに伝伝ええたたいいここととをを英英語語でで伝伝ええらられれるる
・・英英文文をを書書くくここととにに不不安安をを抱抱かかなないい

生徒の実態

・・相相手手にに伝伝ええたたいいここととがが英英語語でで伝伝ええらられれなないい
・・英英文文をを書書くくここととにに多多少少ななりりとともも不不安安をを抱抱いいてていいるる

継

続

的

な

指

導
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③抽出生徒

毎授業後に実践クラスから選んだ抽出生徒３名に対

して、授業内の活動についての感想や意見を聞き取る

ことで、実践を重ねるうちに彼らの英作文や語順指導

に対する認識にどのような変化があるのかを検証する。

以下に本実践での抽出生徒３名を示す。実践の２ヶ

月前から授業を観察し、英語科の授業内での学習に向

かう姿勢や、実践の事前に行なった聞き取りで英作文

に対して苦手意識を「持っていない」「どちらでもない」

「持っている」と思われる生徒３名を選んだ。以下が

具体的な姿である。

：事前の聞き取りでは、英作文に対して苦手意識を持

っておらず、自分で英作文をすることは好きである

と述べていた。また、英語学習に対して肯定的な意

見を述べており、授業内では与えられた問題を早く

解き終わると、ワークに取り組むなど積極的な姿が

見られた。

：事前の聞き取りでは、英作文に対して苦手意識はそ

れほどないが得意でもないと述べていた。また、英

語学習に対しても肯定的でも否定的でもない意見

を述べており、授業内では与えられた問題を時間内

に解き終わると机に伏せる姿も見られた。

：事前の聞き取りでは、英作文に対して苦手意識を持

っており、これまでの英作文の課題はインターネッ

ト検索をした文を書き写して提出していたと述べ

ていた。英語学習に対して否定的な意見を述べてお

り、実践前の観察では授業中に机に伏せている姿を

よく見せていた

ⅣⅣ．．実実践践のの実実際際

１．使用教材

“ ”東京書籍

２．単元計画

本単元（ ）は、中学２年生の登

場人物たちが職業体験を通して、 が今後の自分達の

仕事とどれほど関係してくるのかを知り、それらをど

のように活かしていくと良いかを考える題材であり、

単元を通してこれからの社会を想像し、生徒自身の将

来像や夢について考えることを目標としている。

本実践は教科書の単元をもとに行い、１つのパート

におよそ２時間費やす。１時間目では、授業の初めに

自分の意見を英文で書かせる活動を行い、そこでは語

順プリントも参考にさせながら、自分が伝えたいこと

を英文で書くことができたという実感を味わわせる。

２時間目では語順プリントや本文プリントを用いて、

教科書の本文を意味のまとまりごとに区切る活動を行

い、教科書の内容理解とともに語順を教科書の本文を

もとに定着させる。このような語順指導を毎時間取り

入れ、生徒が語順に触れる機会を増やすことで、語順

に慣れ親しませるようにし、今後の英作文のための知

識とする。

表２．実践の計画

教科書指導内容 指導内容

【 】
不定詞 目的を表す副詞的用法、原因を表す副詞

的用法、名詞的用法、形容詞的用法 、 t is … 

の文の形・意味・用法を理解し、表現できる。

第１

時

１
不定詞（副詞用法）

・事前アンケートの実施

・語順分けについて知る（語順プリント）

第２

時

１

不定詞（副詞用法）

・教科書の内容理解

・基本文の語順分け・英作文（語順プリント）

第３

時

２

不定詞（副詞用法）

・帯活動での自由英作文（語順プリント）

・新出文法の導入

第４

時

２
不定詞（副詞用法）

・教科書の内容理解（本文プリント）

・基本文の語順分け、英作文（語順プリント）

第５

時

１

不定詞（形容詞用法）

・帯活動の自由英作文（語順プリント）

・新出文法の導入

第６

時

１
不定詞（形容詞用法）

・教科書の内容理解（本文プリント）

・基本文の語順分け、英作文（語順プリント）

第７

時

２
不定詞（名詞用法）

・教科書の内容理解（本文プリント）

・まとめと復習（語順プリント）

・事後アンケートの実施

３．授業の実際

（１）第１時

授業の初めに生徒たちに語順プリント（図２）を配

布し、プリントに記載した語順を覚えておくことで今

後の英語学習でどのようなメリットがあるのかを伝え

た。具体的には、長文を読むときにどこで区切りがあ

るかわかるようになること、自分で英作文をするとき

に何から書き始めていいのかわかることを伝えた。

生徒たちは説明に耳を傾けてはいたものの、これま

で経験したことのない内容での授業になると思ったの

か、どのような授業が展開されていくのか不安そうな

表情を浮かべていた。

（２）第２時

第２時では、前時に配布した語順プリントを用いて、

教科書の基本文を表に当てはめさせる活動を行なった。

文は“ ”であ

り、この文を表に当てはめると、図５のように「誰・

何は」が 、「〜する」が 、「何を」が 、

「なぜ」が となる。

図５．“ ”の語順分け

机間指導で様子を見ていると、これまで英語を意味

のまとまりで捉えるような指導をされたことがないこ

ともあってか、１つの枠に１単語を入れるということ

を何人もしていた。英語学習が得意な生徒はスムーズ

にまとまりを把握して枠に当てはめており、英語が苦

手な生徒ほど手が止まっていたり表情を曇らせたりし

て、戸惑いの様子が見られた。

また本文を音読させる際には語順の意識をさせる

ため、本文にスラッシュを入れ、意味のまとまりごと

で区切ったプリントを配布した。スラッシュが入った
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文は、生徒によっては見たことがあるようであった。

そして授業の終盤に、基本文をもとに「私たちはご

飯を食べるために箸を使う」を日本語で提示し、英文

を書かせた。英作文が得意な生徒はスムーズに書き進

めていたが、苦手な生徒は基本文をヒントにするよう

伝えても手が止まっていた。

（３）第３時

本時は授業の初めに自分の書きたいことを英作文さ

せる活動を行った。テーマは筆者が提示し、教科書の

前単元のテーマに関連させて、“

”とした。また、単語が書けずに手が止ま

るということを避けるため、ヒントとなる単語を示し

たプリントを配布した。そうすることで、英作文に苦

手意識を持つ生徒には自分の力で英作文ができたとい

う達成感を味わわせ、得意な生徒はどんどん書きたい

ことを書き進めることができるようにした。語順プリ

ントは必ず使うようには指導せず、自分が書いた文の

確認で使うこともできるということを伝えた。

“ （国名）”までは級友の助けや自

らの力で書き進めることはできていたが、それ以降の

理由のところで手が止まる生徒が多くいた。英作文が

得意だという生徒は自分の力で文を作り、語順プリン

トを用いて語順通りに並んでいるのかを確認し、苦手

な生徒は語順プリントを使っても手が止まっている様

子であった。

（４）第４時

本時は語順プリントをもとに教科書の基本文を語順

で分ける活動を行った。文は“

”である。語順プリントに分けると以下

のようになる。

図６． の語順分け

“ ”のような後置修飾

を語順分けすることは生徒には初めてで、理解するこ

とが難しいようであり、初めのうちは頭を悩ませてい

た。

第２時使用したスラッシュを入れた本文プリント

は、意味のまとまりで区切ってはいたものの、日本語

とのつながりがわかりにくく、プリントを見やすく改

良し、本文プリント（図３）を新たに作り直して配布

した。それを用いた音読活動では、筆者が日本語を言

い、生徒がその英語を言うという音読活動を行い、英

語の意味のまとまりを意識させた。生徒にとっては初

めての活動で声が小さく、戸惑っている様子であった。

そして基本文をもとに「わたしは今日やらなければ

ならない宿題がたくさんある」を日本語で提示し、英

文を書かせた。単語が分からず手が止まる生徒がいた

が、そういう生徒には語順プリントに英語の語順を意

識して日本語で書き入れるように指示した。ほとんど

の生徒は英語の語順通りに正しい順で書くことができ

ていた。

（５）第５時

本時では授業の初めに“

”に対して英作文する活動を行なった。多く

の生徒は“ （動物名） ”まで

スムーズに書くことができていた。手が止まっている

生徒には、語順プリントに自分が言いたい日本語でも

いいから理由を当てはめさせ、その順番通りに英語で

書けるところは英語で書き、できないところは日本語

のまま並べさせて、語順を意識させるように指導した。

ほとんどの生徒が語順を意識して自分が書きたいこと

を書くことができていた。

（６）第６時

“

”と“

”の２文

を提示し、語順プリントをもとに語順分けさせる活動

を行った。長い文であるが語順を意識していればまと

まりがわかるため、この２文にした。

これまでの活動で語順に慣れ親しんでいるためか、

教え合いや自らの力でどの生徒も分けることができて

いた。後者の文は応用問題として提示した。多くの生

徒は枠に当てはまらないと言っていたが、

でひとまとまりだということに気づく

生徒もいた。

本文プリントを用いた音読では、第４時と同様に筆

者が日本語を言い、生徒がその英語を言うという音読

活動を行い、英語の意味のまとまりを意識させた。前

時に比べると大きな声で発音できており、慣れてきた

様子であった。

そして授業の終盤では、「もし明日晴れなら、私た

ちは名古屋に行くでしょう」を日本語で提示し英作文

させた。第２時に初めてこの活動を行ったときに比べ

れば、生徒の多くは日本語訳の順番通りに英語にする

ことなく、英語の語順を意識して書こうとする姿が見

られた。

（７）第７時

これまでの授業のまとめとして、本単元で扱った文

を再度提示し、新たな語順プリントを配布し、復習と

して筆者が提示した文を意味のまとまりごとにプリン

トに分けさせた。机間指導をしていると、ほとんどの

生徒が最初の頃とは異なり英語のまとまりを意識して

枠に当てはめることができており、分からないものが

あったとしても級友に聞くなどして最後まで取り組も

うとする姿勢が見られた。英語学習が得意な生徒にと

っては再度同じ問題をやることは簡単だったようで退

屈の表情をしていたため、これまでに配布した本文プ

リントを活用して振り返りをするように進めた。
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ⅤⅤ．．成成果果とと課課題題

１．選択式アンケート結果からの検証

本研究では、英語の語順に慣れ親しませることで、

英語の語順を意識し、英作文する際にその知識を活か

して自分の伝えたいことを不安なく英文にすることが

できる生徒の育成を目指した。その実現のために、ま

ずは語順プリントを用いて教科書の本文を英語の意味

のまとまりで分けさせることで、語順に親しむ機会を

増やし、生徒自らの意見を書く際には、苦手な生徒が

英文を何から書き始めれば良いかわからないというこ

とを避けるために用いた。また本文プリントを用いて

英語の意味のまとまりごとに区切ることで、筆者が提

示する文だけでなく、多くの文が語順通りに並んでい

ることに気づかせようとした。これらの語順指導の成

果を測るために、選択式アンケートを行い、対象の生

徒の英作文に対する意識の変容を測った。以下の表３、

４がその結果である。

（１）実践クラスにおける事前－事後の比較

授業は 名を対象に行なっていたが、以下のアン

ケートでは事前と事後のすべてに回答することができ

た 名を対象に分析を行った。英作文に対する意識

に関するアンケートについて、本実践の事前と事後の

結果を、ウィルコクスンの符号順位検定によって検討

した。その結果、アンケート項目６「経験を積めば英

文を書けるようになる気がする」において で

あり、これらの差は５％水準で有意であった。 名中

名は事前よりも事後の方が数値は上がり、５名に数

値の変化は見られなかった。

表３ 事前ー事後の平均値、およびウィルコクスンの

符号順位検定の結果

（２）実践クラス－未実践クラスの比較

筆者が担当した実践クラスに行った事後のアンケー

トと、もう一方の教師 が担当する未実践クラスで同

じ単元を終了した後に行ったアンケートの数値を、マ

ンホイットニーの 検定で分析した。項目１「英文を

書くとき、何から書き始めていいのかわからない」と

項目６「経験を積めば英文を書けるようになる気がす

る」について５％水準で有意な差が見られた。

表４ 実践ー未実践の平均値、およびマンホイットニ

ーの 検定の結果

（３）まとめ

実践クラスでの事前－事後で項目６については有

意な差が見られたことは、実践を通してあらゆる場面

で語順を意識させる指導を行ったことで、英語の語順

が定着し、英文を書く際の不安感が軽減したからでは

ないかと考える。また、実践クラス－未実践クラス間

で、項目１で有意な差が見られたことについては、英

語の語順指導の有無によるものと考えられる。有意な

差は見られなかったが、項目７・８・ については平

均値として語順指導の成果が現れる方向に動いている

と見ることができる。今後は複数の単元にまたがって

継続的に語順指導を行っていくことで、これらについ

ても有意な差が見られるかもしれない。しかし項目

については、未実践クラスの方が平均値は低く、この

原因については今後その詳細について検証していかな

ければならないと考える。

一方、関連して有意な差が見られると思われた項目

７の平均値が伸びなかった理由の１つとして「書く負

担が多かった」という意見が考えられる。これは前節

でも述べたように、これまで生徒は書く機会が少なか

ったが、本実践では書く機会を多くとったため、生徒

にとっては書くことに対する負担を感じたためではな

いだろうか。

２．記述式アンケート結果からの検証

選択式アンケートと同時に、記述式アンケートを行

い、授業内で行った意味のまとまりごとに分ける活動

や授業についての感想を書かせた。以下に肯定的な意

見と否定的な意見を示す。
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○肯定的な意見（記述）

・何回か英語を書くうちに、もしかしたら英語が書け

るようになったかもしれないと少し思えるように

なった。

・英語の文はだいたい似たような構造をしていること

に気づいた。

・最初は英語のまとまりの意味がわからなかったが、

何回かやっていくうちにちょっとずつわかってき

た。

・長い文を理解するときにも使えると思った。

○否定的な意見（記述）

・他の人が語順をしっかり覚えているかもしれない

が、自分はあまり覚えられていないから心配。

・詳しく書いてあるからその日だけは覚えていられ

る。

・夏休みを挟んだからあまり覚えていられなかった。

・書くのが多かった。※項目７の回答“２”（事後）

有意な差がみられた項目６を裏付けるような記述と

して、英語を書く回数を重ねるうちに次第に英語を書

けるようになった実感を感じ始めたものや、英語の文

が似た構造をしているということに気づき英語は思っ

ているほど複雑なものではないことを示しているもの

があった。

一方否定的な意見では、「書くことが多かった」とい

う意見が見られ、これが項目７の平均が伸びなかった

一因ではないかと考える。また「覚えることが大変」

という意見が多く見られ、馴染みのない毎時間の語順

指導と英作文活動に負担があったことを示す記述が見

られた。

３．抽出生徒の様子からの検証

（１）第１時

第１時では語順プリントを配布し、それを使うこと

での英語学習のメリットを伝えた。そして授業後に抽

出生徒３名に対して語順プリントや授業についての感

想を聞き取った。

【抽出生徒の反応（聞き取り）】 
：これまでの授業とは違うような感じで楽しみ。

：初めて見たけれど、何の役に立つのかわからない。

：パズルみたいで面白そう。

はこれまでの授業と比較して一風変わった活動が

できることに期待感を示し、 はゲーム感覚で授業を

受けられそうだということに期待感を示していた。

一方で は語順シートに対して否定的な意見であり、

覚えることの負担が増えると思い、このような意見に

つながったのではないだろうか。これまで経験した中

学校での一年半の英語の授業では、英語をまとまりで

捉えるような指導はされてこず、肯定的な意見は見ら

れたものの、語順プリントを使うことで今後の英語学

習にどのようなメリットがあるのか本質的なところは

理解できていないようであった。 
（２）第２時

第２時では、前時に配布した語順プリントを用いて

教科書の本文を語順プリントに当てはめさせる活動を

行った。授業後にその活動についての感想を抽出生徒

から聞き取った。

【抽出生徒の反応（聞き取り）】

：他の文でも本当にこうなるのかやってみたい。

：どこに何が入るのか考えると時間がかかって大変。

：きれいに枠にはまって面白かった。

と は前時と同様に肯定的な意見であった。英語

学習が好きな は、英文は主語と動詞から始まるとは

わかっていたが、ここまで細かくきちんと順番通りに

並んでいることに驚いた様子で、他の文でもやってみ

たいという前向きな意見であった。

前時「パズルみたいで面白そう」という意見の は、

実際に枠に当てはめることができたことに感動し、英

語の授業で初めて面白いかもと感じたと述べていた。

一方で、前時で否定的な意見であった は、実際に

活動しても、語順プリントを負担に感じているようで

あった。 
（３）第３時

第３時では、授業の初めに英作文をさせる活動を取

り入れ、これまでの指導を通して行った自分の意見を

書く英作文の活動に対する感想の聞き取りを行った。

【抽出生徒の反応（聞き取り）】 
：語順プリントは自分が作った文の確認で使った。

：自分の意見を書くのは難しい。

：なんとか書こうと思ったが、単語が分からず書けな

かった。

英語学習に肯定的な にとっては、英作文すること

に対して苦手意識は持っておらず、自分が作った文が

語順の枠にきちんと当てはまっているかを、語順プリ

ントを用いて確認していた。

と は自ら英文を作ることには慣れておらず、語

順プリントを用いて書こうとする姿は見られず、わか

らない単語のことで頭がいっぱいで、混乱している様

子であった。

（４）第４時

第４時では、第２時で配布したプリントを新たに作

り直し、本時で配布した新たな本文プリント（図３）

についての感想を聞き取った。

【抽出生徒の反応（聞き取り）】

：意味ごとで区切る訳の仕方もあるのかと初めて知っ

た。

：教科書をしっかり訳さないのが新鮮だった。

：きれいな日本語訳はあった方が安心する。

英語学習に前向きな にとっても、日本語を英語の

まとまりごとに訳したものを見るのは初めてで、新た
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な学びになったようであった。

これまで語順プリントに対して否定的であった は、

日本語の並びでしっかりと訳さないことに対して否定

的な意見を述べることなく、意識が変わり始めている

ようであった。

これまで否定的な意見を述べることがなかった は、

日本語訳はきちんとあってほしいという意見で、英語

を学習する際には日本語に頼っているということが判

明したため、この意識を変えていくような指導の必要

性が伺えた。

（５）第５時

第５時では、授業の初めに生徒自身が書きたいこと

を英作文させる活動を行い、授業後にその活動に対す

る感想の聞き取りを行った。

【抽出生徒の反応（聞き取り）】 
：あまり語順プリントは使っていない。

：前よりも何を書けばいいかなんとなくわかる。

：自分で文が作れている感じがしてうれしい。

語順プリントに対して「なんの役に立つか分からな

い」という感想を持っていた は、これまでの継続的

な指導により英語をまとまりで理解しようとしていお

り、英作文ができるようになったと実感し始めている。

は初めゲーム感覚の面白さを語順プリントに対し

て感じていたが、授業回数を重ねるごとに と同様に

自力で英作文ができていることに喜びを感じるように

なってきた。英語学習に対して肯定的ではなかった生

徒の意識に大きな変容が見られたことは、語順指導の

効果が表れているのではないかと考える。

は第３時と同様に語順プリントを使おうとはせず、

自分の力のみで英作文しようとしていた。これは基本

的な語順が頭の中に定着していたからではないかと考

える。

（６）第６時

第６時では、教科書の文を語順プリントに意味のま

とまりで分けさせる活動を行い、それについての感想

を聞き取った。

【抽出生徒の反応（聞き取り）】 
：やっていることは簡単だが、発展的な内容はやりが

いがある。

：１つ目の文（基本文）はスラスラ分けられた。

：周りの人に助けてもらいながらできた。

は自ら英作文をする際の語順プリントの使い方に

ついては肯定的な意見を得られなかったが、教科書本

文を語順分けする活動では発展的な

を入れたことでやりがいを感じたようであっ

た。

は初めどこに何を入れればいかわからなかった状

態から前時ではなんとなくわかるようになり、本時で

は自分の力でまとまりを意識して、きちんと語順プリ

ントに分けることができていた。

はこれまでわからない場合は机に伏せる様子もあ

ったが、語順指導の積み重ねでできるようになりたい

という意識が芽生えたのか、級友に尋ねてなんとか完

成させようとする姿勢が見られた。

（７）第７時

実践のまとめとして、これまでを振り返ってもらい、

その感想を聞き取った。

【抽出生徒の反応（聞き取り）】 
：やっていることが結構簡単だった。

： 人で書けるような気はするけれど、まだ語順の紙

がないと怪しい。

：すべての文が当てはまるのか気になる。

にとっては内容が簡単だったようで、他の生徒よ

りも早く終わっている姿が見られたので教科書の本文

を読んだりこれまでの授業プリントを見返したりする

よう指示したが、語順プリントを活用して発展的な内

容を行わせるなどのさらに配慮が必要であったと考え

る。

については一見否定的な意見であるが、語順の紙

を頼ろうとせずに自分の力で書けるようになりたいと

いう意志が表れているのではないだろうか。

は他の文でも当てはまるのかという興味を示して、

これまでの英語の授業に対する姿勢とは完全に異なり、

語順指導による動機づけは十分であったのではないか

と考える。

（８）まとめ

生徒 は反転項目８「英作文をしているとき、英語

を書くルールに従って表現できているか心配だ」で事

前：１ → 事後：３となった。本実践を通して、文法

や語彙以外に語順というものも英語を書くために必要

であるという新たな認識を得て、このような結果にな

ったのではないかと考えられる。実践後の記述式アン

ケートで「語順についてこれまで考えたことはなかっ

たので、新たな発見になった」という記述をし、英語

が得意な生徒にとっても意味のある実践になったと思

われる。

生徒 は語順プリントの印象について「初めて見た

けど、何の役に立つのかわからない」という否定的な

印象を持ち、事前アンケートでは項目６「経験を積め

ば、英文を書けるようになる気がする」について“３”

を選択していた。事後のアンケートでは“４”と回答

し毎時間の語順指導の成果でないかと考えられる。記

述式アンケートでは「もしかしたら英語が書けている

かもと思えた」という記述が見られ、語順指導が意味

のあるものであったという実感を得ていた。

項目６で“１”を選択していた生徒 は、事後では

“３”を選び、好意的な方向への変容を見せた。記述

式アンケートでは「楽しかった」と書かれており、こ
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教科指導重点コース 言語社会科学系（英語）

２２１Ｓ０２０ 氏名 鈴木 理雄

ⅠⅠ 主主題題設設定定のの理理由由

本実践論文は、中学校における３人グループの対話

と ルーブリックの活用を中心においた、読むこと

と話すこと（やり取り）の技能統合の指導に焦点をあ

てる。技能統合について、中央教育審議会答申

（ ）は『「聞くこと」「読むこと」「話すこ

と（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」の

五つの領域ごとに、小学校中学年段階から児童生徒の

発達段階に応じて「知識・技能」と「思考力・判断力・

表現力等」を一体的に育成する目標を設定するととも

に、これらの複数を組み合わせて効果的に活用する統

合的な言語活動を一層重視した目標とする。』と述べ

ている。これを受けて中学校学習指導要領（平成 年

告示）解説外国語編では、「授業では依然として、文法

・語彙等の知識がどれだけ身に付いたかという点に重

点が置かれ、外国語によるコミュニケーション能力の

育成を意識した取組、特に『話すこと』及び『書くこと』

などの言語活動が適切に行われていないことや、『や

り取り』・『即興性』を意識した言語活動が十分ではな

いこと、読んだことについて意見を述べ合うなど、複

数の領域を統合した言語活動が十分に行われていない

こと」と指摘している。これまでの英語教育の課題と

して、中学校の外国語科において、適切な言語活動を

設定することと、技能統合型の言語活動を通して指導

することの必要性が挙げられている。

平成 年（令和元年度）全国学力・学習状況調査報

告書中学校英語によれば、聞くこと、読むこと、書く

ことの平均正答率が ％だったのに対し、話すこと

の平均正答率は ％と低く、さらに聞いて把握した

内容についてやり取りするという設問については正答

率が ％であった。情報や考えを即座にやり取りし

たり、相手の発話の内容を踏まえて、それに関連した

質問や意見を述べたりして、会話を継続させていくこ

とに課題があるという分析がなされた。

また、学習指導要領は、「話すこと［やり取り］」の

目標の一つを、「社会的な話題に関して聞いたり読ん

だりしたことについて、考えたことや感じたこと、そ

の理由などを、簡単な語句や文を用いて述べ合うこと

ができるようにする」と設定している。これは、共通の

話題をきっかけとして、お互いに意見を出し合ったり

情報交換したりしながら、話題に関する理解を深め、

意見をまとめたり、合意できる部分やできない部分を

整理し、その理由を述べ合ったりすることができる力

を身に付けさせることを示している。

以上から本実践では、「質の高い英語のやり取り」

を、「即興で、考えや気持ちを整理し、意見を出し合っ

たり情報交換をしたりする過程で、切り返しをするこ

とで対話の精緻化を図り、賛否の理由や根拠を示せる

こと」と定義した。

ⅡⅡ 研研究究のの目目標標

１１ 目目指指すす生生徒徒像像

技能統合型の学習を通して、質の高い英語のやり取

りを行える生徒

２２ 研研究究課課題題

設定した研究課題は以下の３つである。

１．３人グループの対話と ルーブリックの活用を

中心においた、読むことと話すこと［やり取り］

の技能統合型の学習指導は、生徒の自己評価に肯

定的な効果を及ぼすか。

２．３人グループの対話と ルーブリックを活用し

た技能統合型の学習指導は、生徒のパフォーマン

スを量的・質的に向上させるか。

３．帯活動形式で行われる長期的な技能統合型の学

習指導を通して、生徒の学習態度はどのように変

容するか。

３３ 対対象象生生徒徒とと実実践践時時期期

Ａ市（公立中学校）３年生３学級 名（男子 名、

女子 名）を対象に、 年４月から７月に 日間

かけて実践を行った。

ⅢⅢ 研研究究のの計計画画とと方方法法

１１ 先先行行研研究究

（（１１））読読むむこことととと話話すすここととのの技技能能統統合合ににつついいてて

本実践論文で焦点をあてる読むことと話すことの技

能統合の活動については、小寺（ ）の教科書の会話

の一部分を取り出してペアで演じさせ、オリジナルの

会話を付け加えさせるという活動や、津久井（ ）の

教科書原典にあたる著書から選定した教材を生徒に読

ませ、感じたことや考えたことを原稿に書かせて発表

させるという実践がある。酒井（ ）は、中学校にお

ける読むことと話すことの技能統合の効果を検証した

：実践現場に即し作成され、学習者が目標を達成できたか

できなかったか２択の選択によって、スコアを決定づけていく形式のルーブリック

れまでの観察した授業で見せた机に伏せるという姿は

見せず、語順指導は英語に苦手意識を持つ生徒に効果

のあることであったと考えられる。

ⅥⅥ．．本本実実践践ののままととめめとと今今後後のの展展望望

本研究は、英語の語順に慣れ親しませることで、英

語の語順を意識し、英作文する際にその知識を活かし

て自分の伝えたいことを不安なく英文にすることがで

きる生徒の育成を目指した。実践を終えて、以下の成

果を得ることができた。

①英文は経験を積み重ねていけば書けるようになるか

もしれないという認識の変容（全体から）

②英語学習に対して否定的な印象を持つ生徒の意識の

改善と認識の変容（抽出生徒から）

①について、語順指導を取り入れて語順に従って文

を組み上げていったことで、語順通りに当てはめてい

けば英文が書けるという認識に変わっていったのでは

ないだろうか。このような認識の変容に至ったのは、

あらゆる場面で語順指導を取り入れた成果であろう。

②について、抽出生徒のうち英語学習に否定的であ

った２名の意識の改善が聞き取りによって判明した。

初めのうちは語順プリント必要性を見出せなかった抽

出生徒 であったが、実践を重ねるごとに自らの力で

やり遂げようとする姿が様々な場面で見られた。抽出

生徒 については、実践後に聞き取りでも記述でも楽

しかったという前向きな感想が見られ、意識が変わっ

たことがわかる。

また同時に、以下の課題が浮き彫りとなった。

①語順の役割を覚えることの負担

②学習者のレベルに応じた指導の必要性

③継続的な指導の必要性

①について、生徒に語順をきちんと理解してもらお

うとするあまり、生徒によっては語順プリントの枠の

役割はなんなのか、全てを暗記しなければならないと

感じ、負担に思っていたようである。今後は丸暗記す

る必要はなく、読んだり書いたりする際に活用すれば

良いということを指導していきたい。

②について、抽出生徒 への聞き取りであった通り、

これまで英語学習に進んで取り組もうとしない生徒を

中心に授業を組んだため、英語が得意な生徒にとって

は退屈だったようである。発展的な文を提示し取り組

ませた際には好意的な意見が聞かれたので、発展的な

内容を教師が提示したり、困っている級友に教えさせ

たりするなど、今後考えていかなければならない。

③について、「その場では覚えていられるが時間が経

つと忘れてしまう」といった声があるように、語順を

覚えることで自分の力で英作文ができるという声は英

語学習に前向きでない生徒からも聞かれたが、その効

果は一過性で、それを長期的な記憶として保持させる

ためには今後も粘り強く指導していかなければならな

いと考える。

おおわわりりにに

本実践では語順に着目し、一単元の指導をした。こ

れまでのように何から書けばいいのか分からないとい

う生徒はいなくなったのではないだろうか。そういっ

た点では語順指導の効果を知ることができ、とても大

きな成果を得ることができた。

しかしこれで満足することなく、本実践で作成した

プリントや行った実践から得られたデータをもとに今

後も授業改善を図っていかなければならない。大学院

を修了した後も、相手に伝わる英語にするための授業

づくりについて、研究を進めていきたい。
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